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概要 本課題は、犬の抗癌剤治療における副作用を防止する効果を
有する顆粒球コロニー刺激因子※を、動物用医薬品として製
造する技術を開発するとともに、安全性の確認等を行うもの。

ペット関連産業の市場規模が拡大基調にあることから、本技
術開発を通じ、動物用医薬品産業のさらなる発展が期待され
る。

試験研究課題概要

犬の癌治療：外科手術、化学療法、放射線

白血球数減少
元気消失
膀胱炎
膵炎
腎毒性

日和見感染の
リスク増

②安定性の確認
③安全性の確認
④体内動態の調査
⑤臨床試験
⑥製造販売承認申請

犬の癌治療補助薬の安価な提供

①犬顆粒球コロニー刺激因子製剤の試作：
製造コストの確認・低減

顆粒球コロニー刺激因子の利用

白血球数の回復

①から⑤までが委託研究の範囲

リスク減

抗癌剤の副作用

癌の再発

抗癌剤投与
の抑制

抗癌剤の増量が可能
→癌の再発を抑制

※サイトカイン（細胞から分泌され、特定の細胞に情報を伝達するタンパク質）の一種で、白血球の産出促進等の作用を有する。


